
庭
で
恵
ま
れ
た
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。
内
外
と
も
に
厳
し
い
今

日
で
す
が
、
日
本
の
今
日
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を

願
っ
て
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

二
児
失
い
、
四
十
日
間
の
逃
避
行　 

岩
手
県
　
高
瀬
三
郎
　 

昭
和
九
年
、
茨
城
県
立
大
子
農
学
校
卒
業
。
当
時
の
満
州
開
拓

へ
の
国
策
に
順
じ
て
大
陸
で
の
農
業
に
従
事
し
た
い
気
持
ち
か

ら
、
文
部
省
立
の
盛
岡
高
等
農
林
農
学
部
所
属
の
第
一
拓
殖
訓
練

所
に
入
所
。
翌
十
二
年
二
月
、
修
了
と
共
に
密
山
県
第
五
次
永
安

屯
開
拓
団
に
入
植
。
以
来
九
年
、
開
拓
に
専
念
。
入
植
三
年
後
、

私
は
妻
を
迎
え
、
一
女
一
男
を
得
て
、
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に

雑
穀
、
野
菜
を
中
心
に
経
営
も
向
上
、
更
に
畜
産
、
養
豚
、
緬
羊
、

蜂
蜜
を
加
え
、
充
実
し
た
経
営
に
は
い
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ

た
。経

営
は
順
調
に
発
展
、
地
域
中
国
人
と
の
交
流
も
仲
良
く
、
満

州
国
発
展
へ
の
大
き
な
貢
献
を
は
た
し
得
る
状
況
の
な
が
て
、
二

十
年
八
月
九
日
未
明
、
ソ
連
機
に
よ
っ
て
永
安
駅
付
近
が
爆
撃
を

う
け
、
満
州
国
侵
攻
が
始
ま
り
、
た
だ
ち
に
部
落
長
会
議
が
召
集

さ
れ
、
日
ソ
戦
闘
状
態
に
は
い
っ
た
の
で
、
数
日
間
の
食
糧
と
身

の
ま
わ
り
の
品
を
持
っ
て
、
全
員
山
地
に
近
い
岩
手
部
落
に
集

結
。
奥
山
に
避
難
す
る
こ
と
に
決
定
。
翌
十
日
午
後
集
結
。
そ
の

間
ソ
連
の
空
爆
が
た
え
ま
な
く
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
行
動
に
つ
い

て
は
リ
ー
ダ
ー
の
軟
弱
さ
も
あ
っ
て
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、

け
っ
き
ょ
く
各
部
落
ご
と
の
自
由
行
動
を
と
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
つ
い
に
二
個
集
団
が
部
落
に
も
ど

り
、
自
決
を
選
び
、
わ
れ
わ
れ
が
去
っ
た
あ
と
の
情
報
に
よ
る
と

自
決
し
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
降
り
し
き
る
雨
の
な
か
の
行

動
、
そ
し
て
目
的
地
を
目
ざ
し
て
行
く
途
中
で
は
、
坂
田
密
山
県

長
が
ソ
連
の
機
銃
掃
射
で
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
で
即
死
さ
れ
、
わ

れ
わ
れ
は
難
を
の
が
れ
、
山
中
の
避
難
を
中
心
に
行
動
す
る
。
途

中
で
の
食
糧
は
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
取
り
残
さ
れ
た
ト
ウ
キ

ビ
、
馬
鈴
薯
、
南
瓜
、
な
ど
、
更
に
ブ
ド
ウ
の
葉
等
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
、
現
地
を
出
て
数
十
日
、
爆
撃
、
夜
を
徹
し
て
の
行
動
。

出
発
地
点
の
同
志
と
は
バ
ラ
バ
ラ
に
離
れ
、
家
族
を
守
る
の
が
精



一
杯
。
途
中
で
の
犠
牲
者
は
数
し
れ
ず
、
最
後
の
山
、
ロ
ー
ヤ
ル

山
脈
を
越
え
る
途
中
、
敗
戦
の
ビ
ラ
も
信
ぜ
ず
、
し
か
し
つ
い
に

精
魂
つ
き
た
四
十
日
に
お
よ
ぶ
山
岳
の
避
難
行
、
ヤ
ブ
ロ
ニ
で
ソ

連
の
捕
虜
、
収
容
所
に
入
り
、
家
族
と
も
分
離
、
転
（々
三
か
所
）

と
収
容
所
を
移
動
さ
せ
ら
れ
、
や
っ
と
家
族
と
は
い
っ
し
ょ
に
な

り
、
列
車
で
牡
丹
江
か
ら
ハ
ル
ビ
ン
へ
送
ら
れ
、
車
中
で
長
女

（
七
歳
）
死
亡
。
ハ
ル
ビ
ン
到
着
と
同
時
に
ほ
か
の
女
の
子
と
と
も

に
埋
葬
。
二
―
三
日
休
養
し
て
、
新
京
へ
。
途
中
衣
類
の
略
奪
、

十
月
の
満
州
の
寒
さ
に
耐
え
、
衣
類
の
代
り
に
、
持
ち
合
せ
の
コ

モ
を
巻
き
つ
け
、
新
京
に
着
い
た
と
き
、
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の

な
い
惨
状
だ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
。

こ
の
寒
さ
に
耐
え
か
ね
た
長
男
（
五
歳
）
は
肺
炎
で
死
亡
。
日

本
人
墓
地
に
埋
葬
。
妊
娠
中
の
体
を
こ
こ
ま
で
が
ん
ば
り
、
収
容

所
（
室
町
小
学
校
）
の
中
で
女
の
子
を
生
み
、
乳
が
一
滴
も
出
な

い
苦
境
の
な
か
、
ど
う
に
か
ま
わ
り
の
あ
た
た
か
い
支
援
も
あ
っ

て
、
生
き
続
け
た
。
神
の
め
ぐ
み
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

今
で
は
二
男
一
女
の
母
親
に
生
長
し
た
。
そ
し
て
新
京
で
は
、

先
に
た
ど
り
着
い
た
同
志
の
方
々
が
待
っ
て
い
た
収
容
所
に
は
い

り
、
生
気
を
取
り
も
ど
す
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
発
疹
チ

フ
ス
で
つ
ぎ
つ
ぎ
に
他
界
さ
れ
た
の
が
残
念
で
な
ら
な
い
。

昭
和
二
十
年
の
厳
冬
を
越
え
、
新
京
第
三
輸
送
団
の
一
次
と
し

て
、
二
十
一
年
七
月
、
よ
う
や
く
に
し
て
コ
ロ
島
港
よ
り
佐
世
保

の
港
に
上
陸
、
九
月
一
月
、
故
郷
に
た
ど
り
つ
い
た
。

帰
国
早
々
十
月
か
ら
、
開
拓
の
同
志
達
の
再
起
を
願
い
、
東
北

地
方
を
中
心
に
、
適
地
調
査
に
入
る
。
三
か
月
の
調
査
の
末
、
現

住
地
に
決
定
。
翌
二
十
二
年
引
揚
げ
て
き
た
希
望
同
志
を
集
め
、

四
月
に
国
有
地
を
解
放
し
て
も
ら
い
、
入
植
す
る
。
人
数
八
十
戸
。

大
森
林
の
農
地
の
開
発
は
血
の
出
る
思
い
で
頑
張
っ
た
、
こ
れ
に

耐
え
ら
れ
ず
、
離
農
者
は
三
十
％
に
お
よ
び
、
そ
の
苦
難
の
道
は

な
み
た
い
て
い
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
よ
く
耐
え
、
つ

い
に
、
畜
産
（
酪
農
中
心
）
の
実
績
を
あ
げ
、
昭
和
五
十
七
年
、

村
づ
く
り
部
門
で
、
天
皇
杯
を
受
賞
す
る
ま
で
に
一
致
団
結
し
て

頑
ば
り
、
今
日
に
い
た
っ
た
。




